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表紙写真：第２回師団統裁バトラ戦闘訓練（第３７普通科連隊）

各種行事・訓練
令和３年度第２回師団統裁バトラ戦闘訓練
師団長初度視察
令和３年度幹部候補生隊付教育
師団スキー集合訓練
師団格闘集合訓練
方面隊集合教育「狙撃」

３Ｄレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

みんなの架け橋
自衛隊和歌山地方協力本部

数字のマジック



師団長に対する課題報告（第３６普通科連隊）

１ ３ 師 団 だ よ り 第１５１号 令和４年（２０２２年） ２月

バトラの視準校正
（第７普通科連隊）

統裁官訓示を受ける隊員
（第３７普通科連隊）

敵を待ち受ける７４式戦車
（第３戦車大隊）

射撃準備中の８１ｍｍ迫撃砲
（第３６普通科連隊）

参加者の胃袋を支えた管理支援隊
（第３師団司令部付隊）

射撃諸元を算定する射撃指揮班
（第３特科隊）

軽装甲機動車による警戒
（第７普通科連隊）

障害を構成する隊員
（第３施設大隊）

障害を構成する隊員
（第３７普通科連隊）

師
団
（
師
団
長

荒
井
陸
将
）
は
、
令
和
４
年
２
月
10
日
（
木
）

か
ら
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
第
２

回
師
団
統
裁
バ
ト
ラ
戦
闘
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
「
バ
ト
ラ
（
交
戦
訓
練
装
置
：
Ｂ
Ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ

Ｔ
Ｒ

ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
の
略
称
で
、
レ
ー
ザ
ー
光

線
等
に
よ
り
実
弾
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
実
際
的
な
交
戦
訓
練
が
で

き
る
機
材
）
」
を
活
用
し
、
実
戦
に
近
い
環
境
下
に
お
い
て
、
中
隊

対
抗
方
式
で
行
っ
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
師
団
長
は
、
訓
練
部
隊
に
対
し
て
「
状
況

の
変
化
に
適
合
し
つ
つ
戦
え
」
、
「
生
き
残
り
任
務
の
完
遂
に
努
め

よ
」
及
び
「
安
全
の
確
保
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

戦
車
、
野
戦
特
科
、
施
設
科
部
隊
の
配
属
を
受
け
た
増
強
普
通
科

中
隊
は
、
実
戦
的
能
力
及
び
諸
職
種
協
同
の
練
度
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
攻
撃
部
隊
と
防
御
部
隊
そ
れ
ぞ
れ
が
「
我
の
健
在
」
及

び
「
敵
の
減
殺
」
を
追
求
し
て
戦
闘
を
開
始
し
た
。

本
訓
練
に
防
御
部
隊
の
中
隊
長
と
し
て
参
加
し
た
第
７
普
通
科
連

隊
第
５
中
隊
長
の
菊
地
１
尉
は
、
「
姿
を
現
さ
な
い
敵
に
対
し
必
死

に
耐
え
る
戦
闘
で
あ
り
長
く
厳
し
い
任
務
だ
っ
た
。
特
に
、
敵
の
攻

撃
開
始
以
降
、
戦
闘
が
生
起
す
る
場
面
ご
と
に
勝
負
の
分
か
れ
道
が

あ
り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
中
隊
の
戦
況
が
大
き
く
変
化
す
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
で
き
る
戦
闘
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
協
同
部
隊
も
含
め

各
隊
員
が
積
み
上
げ
て
き
た
練
度
は
信
頼
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、

成
長
し
た
姿
を
確
認
で
き
る
戦
闘
と
な
っ
た
」
と
所
見
を
述
べ
た
。



２ ３ 師 団 だ よ り 第１５１号 令和４年（２０２２年） ２月

師団長訓話を聴く候補生

師
団
（
師
団
長

荒
井
陸
将
）
は
、
令
和
４
年
１
月
20
日

か
ら
２
月
28
日
に
か
け
て
、
師
団
隷
下
全
14
コ
部
隊
の
初
度

視
察
を
行
い
、
全
部
隊
の
状
況
を
確
認
し
た
。

訓
示
に
お
い
て
は
、
部
隊
・
職
種
の
特
性
に
応
ず
る
期
待

及
び
隊
員
一
人
一
人
の
心
身
の
健
康
維
持
と
部
隊
の
隊
員
同

士
の
信
頼
の
育
成
を
要
望
し
た
。

歓迎演奏
（第３音楽隊）

駐車場地域視察
（第３飛行隊）

儀じよう
（第３特科隊）

師団長旗手下番
（第３特殊武器防護隊）

師団長訓示
（第７普通科連隊）

師団最先任上級曹長との懇談

司令部研修（総務課広報班）

顕彰碑への献花

状況報告
（第３６普通科連隊）

師
団
は
、
令
和
４
年
１
月
27
日
（
日
）
、

令
和
３
年
度
幹
部
候
補
生
隊
付
教
育
を
開
始

し
た
。
幹
部
候
補
生
学
校
を
卒
業
し
、
師
団

隷
下
９
個
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
候
補
生
達
は
、

職
種
部
隊
で
の
教
育
に
先
立
ち
、
師
団
司
令

部
で
の
教
育
を
受
講
し
た
。

師
団
は
、
２
月
３
日
（
木
）
、
師
団
司
令

部
で
の
師
団
統
制
教
育
に
お
い
て
、
幹
部
自

衛
官
と
し
て
必
要
な
使
命
感
及
び
責
任
感
を

涵
養
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
顕
彰
碑
献
花
、

師
団
長
に
よ
る
訓
話
、
師
団
司
令
部
研
修
等

を
実
施
し
た
。

訓
話
に
お
い
て
師
団
長
は
、
「
第
３
師
団

に
配
属
さ
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
歓
迎
す
る
。

師
団
所
属
幹
部
と
し
て
各
職
種
部
隊
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
よ
う
実
力
を
磨
け
」
と
激
励
し

た
。教

育
に
参
加
し
た
第
３
高
射
特
科
大
隊
所

属
の
白
井
幹
部
候
補
生
は
、
「
本
教
育
を
通

じ
、
将
来
幹
部
自
衛
官
と
し
て
勤
務
す
る
重

責
を
改
め
て
自
覚
し
、
責
任
を
遂
行
す
る
決

意
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
第
３
師
団
の
一
員
と
し
て
『
部
隊
』
と
『
土

地
』
を
愛
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

中隊長との懇談
（第３７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５１号 令和４年（２０２２年） ２月

師
団
は
、
第
36
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

三
島
１
佐
）

を
訓
練
担
任
部
隊
と
し
て
、

令
和
４
年
１
月
11
日
（
火
）

か
ら
伊
丹
駐
屯
地
（
兵
庫
県

伊
丹
市
）
、
青
野
ヶ
原
演
習

場
（
兵
庫
県
）
等
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
方
面
隊
集
合
教

育
「
狙
撃
」
を
実
施
中
で
あ

る
。参

加
隊
員
は
、
昨
年
12
月

の
資
格
検
査
（
射
撃
・
体
力
）

を
経
て
選
考
さ
れ
た
隊
員
で

あ
り
、
本
教
育
に
お
い
て
、

基
本
射
撃
、
応
用
射
撃
、
各

種
潜
入
訓
練
等
、
狙
撃
手
と

し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
の
修

得
に
邁
進
中
で
あ
る
。

フル装備でのスキー機動訓練

重量物を担いでの滑降回転技術訓練

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）

を
訓
練
担
任
部
隊
と
し
て
、

令
和
４
年
１
月
17
日
（
月
）

か
ら
約
１
か
月
に
わ
た
り
、

主
に
奥
神
鍋
ス
キ
ー
場
（
兵

庫
県
豊
岡
市
）
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
師
団
ス
キ
ー
集

合
訓
練
を
実
施
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
、
滑

降
・
回
転
技
術
、
滑
走
技
術
、

積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
遭
難

者
救
助
訓
練
等
、
部
隊
ス
キ

ー
指
導
官
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
能
を
修
得
し
た
。

認
定
試
験
に
お
い
て
ス
キ
ー
技
術
種
目
、
指
導
法
及
び
学
科
試
験

を
ク
リ
ア
し
た
隊
員
が
、
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
に
認
定
さ
れ
た
。

本
集
合
訓
練
に
参
加
し
た
第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の
明
渡
（
あ
け

ど
）
３
曹
は
、
「
更
な
る
冬
季
戦
技
能
力
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
師
団
の
隊
員
に
普
及
し
て
寒
冷
地
に
お
け

る
部
隊
の
練
度
向
上
に
寄
与
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

アキオ曳行による重量物運搬
（アキオ:フィンランド語で「そり」の意味）

師
団
は
、
第
37
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
を

訓
練
担
任
部
隊
と
し
て
、
令

和
４
年
１
月
11
日
（
火
）
か

ら
、
信
太
山
駐
屯
地
（
大
阪

府
和
泉
市
）
及
び
あ
い
ば
野

演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い

て
令
和
３
年
度
師
団
格
闘

集
合
訓
練
を
実
施
中
で
あ
る
。

参
加
し
た
隊
員
は
、
格
闘

技
術
の
み
な
ら
ず
安
全
管
理

も
含
め
、
部
隊
格
闘
指
導
官

と
し
て
必
要
な
知
識
、
技
術

の
修
得
に
励
み
、
所
要
の
認

定
試
験
（
技
術
運
用
、
指

導
法
等
）
を
次
々
と
ク
リ
ア

し
た
。

試
験
課
目
の
一
つ
で
あ
る
技
術
運
用
（
敵
か
ら
の
不
意
急
襲
的
な

攻
撃
へ
の
対
処
を
検
す
る
試
験
）
で
は
、
小
銃
・
銃
剣
・
徒
手
（
素

手
）
に
よ
る
多
く
の
試
技
を
用
い
た
対
処
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

本
集
合
訓
練
に
参
加
中
の
第
36
普
通
科
連
隊
所
属
の
平
郡
（
へ
ぐ

り
）
３
曹
は
、
「
魂
の
こ
も
っ
た
格
闘
指
導
官
に
な
れ
る
よ
う
に
、

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
全
力
で
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

本
集
合
訓
練
に
参
加
中
の
第
36
普
通
科
連
隊
所
属
の
河
原
３
曹

は
、
「
狙
撃
手
と
し
て
の
行
動
や
基
本
的
事
項
を
学
び
、
射
撃
訓
練

で
は
、
バ
デ
ィ
で
あ
る
観
測
手
と
連
携
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

教
育
終
了
後
は
、
後
輩
狙
撃
手
の
育
成
に
尽
力
し
中
隊
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

対人狙撃銃による基本射撃

狙撃銃を携行しての障害走

潜入訓練（自己位置の確認）

不意急襲的に出現する敵への対処訓練

格闘指導官認定試験

格闘指導官認定試験（技術運用）



第３６普通科連隊本部管理中隊

１等陸士 藤澤 彩香

第
36
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属
す

る
藤
澤

彩
香
（
ふ
じ
さ
わ

あ
や
か
）
１
士

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
藤
澤
１
士
は
、
真

夏
の
暑
さ
で
有
名
な
岐
阜
県
多
治
見
市
出
身
、

や
る
気
満
々
の
熱
い
女
性
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

人
の
た
め
に
働
く
仕
事
が
し
た
い
と
思
い

入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

い
い
人
ば
か
り
で
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

日
米
共
同
訓
練
（
Ｙ
Ｓ
：
山
桜
）
支
援
に

お
い
て
米
軍
と
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と

で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

母
で
す
。
母
の
よ
う
に
強
く
て
優
し
い
女

性
に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

旅
行
に
行
く
こ
と
や
美
味
し
い
物
を
探
し

て
食
べ
歩
き
を
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
衛
生
科
隊

員
と
し
て
、
立
派
な
自
衛
官
に
な
る
こ
と
で

す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

人
生
を
楽
し
む
！

第３偵察隊隊本部付隊

３等陸曹 吉次 友貴

第３施設大隊第３中隊

３等陸曹 藤本 将人

私
は
、
第
３
施
設
大
隊
第
３
中
隊
の
藤
本

将

人
（
ふ
じ
も
と

ま
さ
と
）
３
曹
で
す
。
私
の
趣

味
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
た
の
は
、
入
隊
し
て
初

め
て
の
年
末
年
始
休
暇
の
時
に
、
先
輩
に
誘
わ
れ

て
同
期
と
と
も
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ

り
、
今
と
な
っ
て
は
、
趣
味
と
し
て
毎
年
の
よ
う

に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
先
輩
と
あ

ま
り
話
す
機
会
が
な
い
私
で
し
た
が
、
共
通
の
趣

味
を
通
じ
て
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
魅
力
は
、
家
に
こ
も
り
が
ち

な
寒
い
冬
に
も
外
に
出
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
で

き
る
こ
と
で
す
。

第３後方支援連隊輸送隊

３等陸尉 櫻井 友梨

第
３
後
方
支
援
連
隊
輸
送
隊
第
１
輸
送
小
隊
に

所
属
す
る
櫻
井

友
梨
（
さ
く
ら
い

ゆ
り
）
３

尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
隊
し
ま
し
た
か
。

Ａ

平
成
31
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
隊
し
ま
し
た
。
期
別
は
19
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

東
日
本
大
震
災
に
て
活
動
さ
れ
て
い
た
自
衛

官
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
私
も
誰
か
の
助
け
に

な
り
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
が
１
番
の
思
い
出
で
す
。
訓
練
の

最
終
場
面
に
て
他
区
隊
と
協
力
し
て
敵
陣
地
を

攻
撃
奪
取
し
、
陣
地
に
旗
を
立
て
た
時
は
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

第
１
輸
送
小
隊
長
と
し
て
、
各
種
輸
送
支
援
及

び
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

輸
送
支
援
に
お
い
て
各
部
隊
、
地
方
協
力
本

部
等
と
調
整
し
、
支
援
が
無
事
遂
行
さ
れ
た
時

で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

自
衛
官
候
補
生
の
新
隊
員
教
育
に
て
区
隊
長

を
務
め
た
こ
と
で
す
。
ど
う
教
育
を
す
る
べ
き

か
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
教
育
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
３
偵
察
隊
に
所
属
す
る
吉
次

友
貴
（
よ

し
つ
ぐ

ゆ
う
き
）
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

吉
次
３
曹
は
、
平
成
25
年
10
月
に
偵
察
隊
に

配
属
さ
れ
、
平
成
30
年
１
月
、
３
等
陸
曹
へ
昇

任
。
現
在
は
本
部
付
隊
で
隊
長
ド
ラ
イ
バ
ー
兼

文
書
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
吉
次
３

曹
は
、
隊
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
安
全
運
転
に

心
が
け
、
隊
長
を
目
的
地
ま
で
安
全
・
確
実
に

送
り
届
け
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
職
務
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
文
書
陸
曹
と
し
て
も
、
行
政
文
書
管

理
の
識
能
向
上
に
努
め
て
お
り
、
行
政
文
書
の

電
子
的
管
理
が
進
む
中
、
偵
察
隊
の
各
係
や
隊

員
に
対
し
て
文
書
作
成
及
び
管
理
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
適
切
な
文
書
管
理
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

休
日
に
お
い
て
は
、
最
近
始
め
た
ゴ
ル
フ
に

夢
中
に
な
っ
て
お
り
、
上
司
、
後
輩
と
共
に
練

習
に
勤
し
む
と
と
も
に
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
職

場
の
仲
間
と
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
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吉
次
３
曹
の

常
に
向
上
心
を

も
っ
て
勤
務
す

る
姿
は
偵
察
隊

若
手
隊
員
の
鑑

で
す
。
今
後
、

更
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

第３偵察隊の仲間たちと

現
在
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
楽

し
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
終
息
を
機

に
み
な
さ
ん
も
、
周

り
の
人
た
ち
を
誘
っ

て
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

に
行
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

第３施設大隊の仲間たちと
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マメ

第３師団ＨＰ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

自衛隊和歌山地方協力本部

和 歌 山 地 方 協 力 本 部 募 集 課
☎ 0 7 ３ - ４２２ - ５１１６ ( 内線 : 8 - 7 2 ７ - ３５１ )

@Wakayama_Pco @wakayamapco @wakayamaPCO

毎日SNS通して情報を更新してます。
フォロー＆いいね待ってます。

みかんの助★うめの助★かきの助より
和歌山地本では、新型コロナウイルス感染防
止対策に注意しながら日々募集活動実施中で
す。募集の第一線で任務遂行する第３師団出
身の広報官２人を紹介します。
また、お近くに自衛隊に興味ある方、進路

に迷ってる方等いらっしゃいましたら、ご連
絡下さい。ユーモア溢れる広報官たちが親身
になり相談に乗ります！宜しくお願いします。

★★★★★広報官の紹介★★★★★

平成２８年８月に広報官として赴任し
６年目に入りました。出身が大阪府で縁
も所縁もない土地での業務に、当初は戸
惑いもありましたが、色々な方々の支え
もあり、今では「地元民」と言えるまで
に地域に馴染むことができました。広報
官勤務で得たことは、人と人との縁が自
衛隊と地域を繋いでいると強く実感した
ことです。縁あって今年も、この御坊地
域事務所から入隊する若者がいます。近
い将来、部隊へお世話になると思います
のでどうぞよろしくお願い致します。

御坊地域事務所
田中 基裕１等陸曹
職種：施設科 趣味：釣り

平成３１年３月から第３７普通科連隊から
橋本地域事務所での勤務になり日々募集の最
前線を体感しています。
地元での勤務なので、地域の集会には積極

的に参加し、いつも笑顔で自衛隊の魅力をPR
しています。時には努力が成果につながらな
い等、厳しいこともありますが、部隊で鍛え
られた忍耐力で乗り越え頑張っています。い
つ部隊復帰しても即戦力になれるよう体力練
成にも励んでいますのでその際はよろしくお
願いします。

橋本地域事務所
森下 進一陸曹長

職種：衛生科
趣味：家庭菜園、ガラクタ集め

「

数

字

の

マ

ジ

ッ

ク

」

先
日
、
降
水
確
率
が
20
％
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ぁ
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
雨
具
を
携
行
せ
ず
に
外
出
し
た
の
で
す
が
、

急
な
雨
に
ノ
ー
ガ
ー
ド
で
打
た
れ
て
散
々
な
目
に
遭
い
ま

し
た
。
降
水
確
率
と
は
、
そ
の
地
域
で
１
㎜
以
上
の
降
水

が
あ
る
確
率
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
確
率
で
す
の
で
、
当

然
今
回
の
よ
う
に
少
し
残
念
な
こ
と
も
十
分
起
こ
り
得
ま

す
が
、
皆
さ
ん
も
判
断
材
料
の
１
つ
と
し
て
、
普
段
か
ら

生
活
で
役
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
「
確
率
」
で
す
が
、
前
述
の
よ
う
な
単
純

な
も
の
も
あ
れ
ば
、
実
は
複
雑
で
、
直
感
と
理
論
値
に
大

き
な
開
き
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
３
つ
の
箱
の
中
に
１
つ
だ
け
お
宝
の
入
っ

た
「
当
た
り
の
箱
」
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の

当
選
確
率
は
単
純
に
１
／
３
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
よ
う
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
ん
だ
箱
と
は
別
の
箱
が
開
か
れ
「
こ

の
箱
は
ハ
ズ
レ
で
す
、
今
か
ら
箱
を
選
び
直
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
ど
う
し
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
る
と
ど
う
で
し
ょ

う
。
直
感
だ
と
「
最
終
的
に
２
択
な
の
だ
か
ら
１
／
２
」

又
は
「
当
初
３
択
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
何
が
あ
っ
て
も

１
／
３
」
結
局
差
が
な
い
の
だ
か
ら
「
後
悔
し
な
い
よ

う
に
そ
の
ま
ま
で
」
と
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
は
箱
を
選
び
直
し
た
方
の
当
選
確
率
は
２
／
３

に
な
り
ま
す
。
【
解
説
図
】
を
参
照
頂
き
た
い
の
で
す
が
、

こ
の
ケ
ー
ス
で
の
組
み
合
わ
せ
は
全
６
種
類
で
、
箱
を
変

え
な
い
場
合
は
３
種
類
の
内
１
つ
が
当
た
り
で
す
。
し
か

し
、
箱
を
変
え
た
場
合
は
３
種
類
の
内
当
た
り
は
２
つ
に

な
り
ま
す
。
考
え
る
程
に
ド
ロ
沼
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
箱
を
選
び
直
す
と
「
最
初
の
結
果
と
反
対
に

な
る
」
と
考
え
る
と
少
し
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
は
過
去
に
外
国
の
テ
レ
ビ
番
組
で

も
実
証
さ
れ
て
お
り
、
結
果
は
ほ
ぼ
理
論
値
通
り
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
直
感
や
的
外

れ
な
計
算
を
根
拠
に
す
る
と
、

チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
も
あ

り
そ
う
で
す
。
数
字
に
出
会
っ

た
と
き
は
、
真
剣
に
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

：箱を変えない場合

：箱を変えた場合

（1回目） （２回目）

【解説図】

当たり!

（当たりになる組み合わせは１種類）

（当たりになる組み合わせは２種類）

ハズレ💦

※ ハズレが１箱消失


